
閣僚・自民党役員人事の特徴
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明党との関係も良好な菅前首相を明党との関係も良好な菅前首相を
副総裁に内定副総裁に内定

総裁選で石破氏勝利に貢献した陣総裁選で石破氏勝利に貢献した陣
営の議員厚遇営の議員厚遇

自民・内閣人事加速

離
党
が
影
響

チ
ー
ム
力
に
不
安

〈
下
〉

石
破
茂
の
ア
キ
レ
ス
腱
（
け

ん
）は
、脆
弱
（
ぜ
い
じ
ゃ
く
）

な
党
内
基
盤
だ
。
若
手
時
代
の

離
党
経
験
に
加
え
「
仕
事
を
抱

え
込
み
、
他
人
に
任
せ
ら
れ
な

い
」
（
閣
僚
経
験
者
）
性
分
が

人
脈
形
成
に
影
を
落
と
し
て
き

た
。
「
脱
派
閥
」
の
持
論
を
翻

し
て
２
０
１
５
年
に
結
成
し
た

「
水
月
会
」
は
６
年
余
り
で
瓦

解
（
が
か
い
）
し
、
同
志
は
散

り
散
り
に
。
政
権
運
営
に
は
不

可
欠
の
「
チ
ー
ム
力
」
に
不
安

を
抱
え
た
ま
ま
、
石
破
政
権
が

始
動
す
る
。

（
敬
称
略
）

「
勇
気
と
真
心
を
持
っ
て
真

実
を
語
る
時
、
国
民
は
自
民
党

を
信
じ
て
く
だ
さ
る
」
。
総
裁

選
告
示
日
の
９
月

日
。
石
破

は
出
陣
式
で
元
首
相
田
中
角
栄

と
並
び
「
政
治
の
師
」
と
仰
ぐ

元
副
総
理
渡
辺
美
智
雄
の
言
葉

を
引
き
、
党
再
生
を
訴
え
た
。

１
９
８
５
年
夏
。
神
奈
川
県

・
箱
根
で
開
か
れ
た
渡
辺
グ
ル

ー
プ
研
修
会
で
石
破
は
渡
辺
の

講
演
に
接
し
た
。
「
勇
気
と
真

心
を
持
っ
て
真
実
を
語
る
。
そ

れ
だ
け
が
政
治
家
の
仕
事
だ
」

｜
。
感
銘
を
受
け
た
石
破
は
初

当
選
ま
で
の
１
年
間
、
選
挙
区

回
り
の
道
す
が
ら
で
講
演
の
録

音
テ
ー
プ
を
繰
り
返
し
聴
い

た
。師

の
教
え
は
「
お
か
し
い
こ

と
に
お
か
し
い
と
言
え
な
け
れ

ば
自
民
党
で
は
な
い
」
と
い
う

信
条
を
形
成
し
た
。

年
に
リ
ク
ル
ー
ト
事
件
が

発
覚
す
る
と
、
石
破
は
小
選
挙

区
制
導
入
を
柱
と
す
る
政
治
改

革
に
の
め
り
込
ん
で
い
く
。

年
６
月
に
は
、
決
着
を
先
送
り

し
た
当
時
の
首
相
宮
沢
喜
一
の

自
宅
に
押
し
か
け
、
翻
意
を
迫

っ
た
。
方
針
は
覆
ら
ず
、
宮
沢

内
閣
不
信
任
決
議
案
に
賛
成
票

を
投
じ
る
こ
と
に
。
そ
の
年
の

暮
れ
、
自
民
を
離
党
し
た
。

新
進
党
を
経
て

年
に
復
党

す
る
も
、
一
度
自
民
を
裏
切
っ

た
石
破
に
党
内
の
目
は
冷
た
か

っ
た
。
キ
ャ
リ
ア
を
重
ね
て
も

「
肝
心
な
と
こ
ろ
で
逃
げ
る
」

「
後
ろ
か
ら
鉄
砲
を
撃
つ
」
と

の
評
判
が
常
に
つ
い
て
回
っ
た

年
９
月
、
「
１
強
体
制
」

を
築
く
当
時
の
首
相
安
倍
晋
三

に
あ
ら
が
う
よ
う
に
水
月
会
を

旗
揚
げ
し
た
。
党
内
で
存
在
感

を
保
つ
た
め
に
は
一
定
の
固
ま

り
が
必
要
だ
と
判
断
し
た
た
め

だ
。
脱
派
閥
に
賛
同
し
石
破
を

後
押
し
し
て
い
た
元
防
衛
相
浜

田
靖
一
や
小
此
木
八
郎
が
、
こ

こ
で
た
も
と
を
分
か
っ
た
。

た
だ
「
人
間
関
係
に
淡
泊
」

（
ベ
テ
ラ
ン
）
で
、
求
心
力
は

高
ま
ら
な
い
。
総
裁
選
で
は

、

年
と
連
敗
し
、

年
は
不
戦

敗
を
強
い
ら
れ
た
。
所
属
議
員

は
推
薦
人
を
満
た
す

人
前
後

で
推
移
、退
会
者
も
相
次
い
だ
。

年

月
発
足
の
岸
田
政
権
で

水
月
会
の
閣
僚
は
ゼ
ロ
に
。
展

望
が
見
え
な
い
石
破
は
同
年

月
、
派
閥
を
掛
け
持
ち
可
能
な

グ
ル
ー
プ
に
移
行
し
、
活
動
を

縮
小
さ
せ
た
。

元
農
相
山
本
有
二
、
元
厚
生

労
働
相
田
村
憲
久
、
元
法
相
の

山
下
貴
司
と
古
川
禎
久
、
経
済

産
業
相
斎
藤
健
…
。
か
つ
て
石

破
が
「
一
騎
当
千
の
つ
わ
も
の

ば
か
り
」
と
誇
っ
た
旧
石
破
派

メ
ン
バ
ー
は
、
今
回
の
総
裁
選

で
他
陣
営
に
ば
ら
け
た
。

「
チ
ー
ム
石
破
」
の
行
方
は

｜
。
「
泥
を
か
ぶ
れ
る
人
」
と

し
て
密
に
連
絡
を
取
り
合
い
、

党
内
外
の
信
頼
も
厚
い
総
務
会

長
森
山
裕
に
幹
事
長
を
任
せ
る

方
針
を
固
め
た
。
ぎ
く
し
ゃ
く

し
た
首
相
岸
田
文
雄
と
幹
事
長

茂
木
敏
充
の
関
係
を
念
頭
に

「
同
じ
轍
（
て
つ
）
は
踏
ま
な

い
」
と
の
決
意
が
に
じ
む
。

と
は
い
え
「
選
挙
の
顔
」
を

見
込
ま
れ
た
石
破
の
立
場
は
、

次
期
衆
院
選
の
結
果
次
第
で
一

気
に
流
動
化
す
る
リ
ス
ク
を
は

ら
む
。
総
裁
選
で
高
市
早
苗
を

推
し
た
旧
安
倍
派
議
員
は
挙
党

態
勢
構
築
へ
の
不
安
を
指
摘

し
、
つ
ぶ
や
い
た
。
「
今
に
見

て
い
ろ
。
ど
う
せ
短
命
に
終
わ

る
」

離
党
届
を
提
出
し

自
民
党
本
部
を
出
る
石
破
茂
氏
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◇公明代表、街頭演説で 石破氏と連携 公明党の

石井啓一代表は 日 埼玉県三郷市などで就任後初とな

る街頭演説に臨み 自民党の石破茂総裁との連携を強調

した 心を合わせて自公連立政権を守り抜き、国民の

期待に必ず応えていきたい と訴えた 現在の政治課題

を「失われた政治に対する信頼を取り戻すことだ」と

述べ、 日に自民党と交わす政権合意に掲げるとした。

次期衆院選に関し「そう遠くない時期にあるのでは

ないか」と想定し、自公連立政権への支持を呼びかけ

た。東日本大震災時の民主党政権の対応に触れ「野党

に政権担当能力はない。万が一政権交代すれば、国民

にとって不幸極まりない」と指摘した。

九く

月が
つ

逝い

くき

急ゅ
う

流
り
ゅ
う

の
ご
と
車し

ゃ

窓そ
う

の
灯ひ

坂さ
か

田た

晃こ
う

一い
ち

厳
し
い
残
暑
を
よ
う
や
く
乗
り
越
え
た
９
月
も

今
日
で
終
わ
り
。「
逝
く
」
と
は
時
間
の
経
過
や
、

も
の
の
変
化
に
用
い
る
が
、
人
の
死
に
も
使
わ
れ

る
こ
と
か
ら
、特
別
な
感
慨
が
お
の
ず
と
加
わ
る
。

夏
に
比
べ
、
薄
明
の
時
間
が
短
い
秋
は
、
日
が
沈

む
と
唐
突
に
暗
く
な
る
。
車
窓
に
灯
（
と
も
）
る

明
か
り
が
、
暗
闇
の
中
を
流
れ
る
一
本
の
川
の
よ

う
に
浮
か
び
上
が
る
。
ひ
と
筋
の
光
の
川
は
、
振

り
返
る
時
さ
え
惜
し
む
よ
う
な
速
さ
で
、
作
者
の

前
を
駆
け
抜
け
る
。
「
麦
（
む
ぎ
）
」
同
人
。
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外
交
圧
力
強
め
報
復
の
連
鎖
阻
止
を

パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
ガ
ザ
に
続
く

中
東
の
戦
火
を
、
こ
れ
以
上
広
げ
て

は
な
ら
な
い
。

イ
ス
ラ
エ
ル
軍
が
親
イ
ラ
ン
民
兵

組
織
ヒ
ズ
ボ
ラ
を
標
的
に
、
レ
バ
ノ

ン
へ
の
攻
撃
を
激
化
さ
せ
て
い
る
。

日
の
空
爆
で
は
指
導
者
ナ
ス
ラ
ラ

師
を
殺
害
し
た
。
組
織
の
弱
体
化
を

狙
っ
た
と
み
ら
れ
る
が
、
民
間
人
を

巻
き
込
む
武
力
行
使
は
断
じ
て
許
さ

れ
な
い
。
即
刻
停
止
す
べ
き
だ
。

米
仏
両
政
府
は
日
本
な
ど
と
共
同

声
明
を
出
し
て

日
間
の
即
時
交
戦

停
止
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
国
際
社

会
は
外
交
圧
力
を
強
め
、
報
復
の
連

鎖
を
阻
止
す
る
必
要
が
あ
る
。

イ
ス
ラ
エ
ル
と
ヒ
ズ
ボ
ラ
の
対
立

は

年
以
上
続
く
。
ガ
ザ
を
巡
っ
て

ヒ
ズ
ボ
ラ
は
イ
ス
ラ
ム
組
織
ハ
マ
ス

に
連
帯
を
示
し
、
昨
年

月
の
戦
闘

開
始
直
後
か
ら
イ
ス
ラ
エ
ル
北
部
を

攻
撃
し
て
き
た
。

一
気
に
緊
張
感
が
高
ま
っ
た
の
は

今
月
中
旬
、
レ
バ
ノ
ン
で
ヒ
ズ
ボ
ラ

戦
闘
員
が
使
う
ポ
ケ
ッ
ト
ベ
ル
な
ど

通
信
機
器
が
一
斉
に
爆
発
し
た
こ
と

だ
。
イ
ス
ラ
エ
ル
側
は
関
与
を
否
定

も
肯
定
も
し
て
い
な
い
が
、
遠
隔
操

作
に
よ
る
爆
破
が
疑
わ
れ
る
。
子
ど

も
を
含
む

人
以
上
が
死
亡
し
、
負

傷
者
は
３
千
人
近
く
に
上
っ
た
。
あ

ま
り
に
非
道
な
無
差
別
攻
撃
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
。

ナ
ス
ラ
ラ
師
は
報
復
を
宣
言
し
、

イ
ス
ラ
エ
ル
北
部
へ
ロ
ケ
ッ
ト
弾
や

ミ
サ
イ
ル
を
発
射
す
る
な
ど
反
撃
を

強
め
て
い
た
。
そ
の
指
導
者
が
殺
害

さ
れ
、
混
迷
は
よ
り
深
ま
る
。

双
方
は
２
０
０
６
年
に
も
大
規
模

戦
闘
を
繰
り
広
げ
た
。
停
戦
ま
で
約

１
カ
月
か
か
り
、
レ
バ
ノ
ン
側
で
１

１
０
０
人
以
上
、
イ
ス
ラ
エ
ル
側
で

約
１
６
０
人
が
死
亡
し
た
。
今
回
の

レ
バ
ノ
ン
空
爆
で
も

日
以
降
７
２

０
人
以
上
が
亡
く
な
っ
て
い
る
。

懸
念
さ
れ
る
の
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の

地
上
侵
攻
だ
。
ヒ
ズ
ボ
ラ
の
軍
事
力

は
ハ
マ
ス
を
は
る
か
に
上
回
る
。
ゲ

リ
ラ
戦
に
も
た
け
て
お
り
、
ガ
ザ
以

上
に
泥
沼
化
す
る
恐
れ
が
あ
る
。

さ
ら
に
ヒ
ズ
ボ
ラ
を
支
援
す
る
イ

ラ
ン
の
動
き
も
重
要
と
な
る
。
７
月

末
、
ハ
マ
ス
の
最
高
指
導
者
だ
っ
た

ハ
ニ
ヤ
氏
が
訪
問
先
の
イ
ラ
ン
で
暗

殺
さ
れ
た
。
イ
ラ
ン
は
イ
ス
ラ
エ
ル

の
犯
行
と
し
て
報
復
を
宣
言
し
た
も

の
の
自
制
し
て
い
る
。
実
行
す
れ
ば

地
域
の
緊
迫
化
は
避
け
ら
れ
ず
、
望

む
と
こ
ろ
で
は
あ
る
ま
い
。

と
こ
ろ
が
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ネ
タ
ニ

ヤ
フ
首
相
は
ハ
マ
ス
と
ヒ
ズ
ボ
ラ
へ

の
攻
撃
を
続
け
る
と
表
明
。
イ
ラ
ン

へ
の
対
抗
姿
勢
も
鮮
明
に
し
た
。

ガ
ザ
の
戦
闘
が
長
期
化
し
、
人
質

解
放
が
見
通
せ
な
い
中
、
国
民
の
怒

り
や
不
満
は
首
相
に
向
け
ら
れ
る
。

ヒ
ズ
ボ
ラ
と
の
交
戦
で
避
難
生
活
を

強
い
ら
れ
る
北
部
住
民
の
帰
還
も
課

題
だ
。
戦
果
を
挙
げ
、
政
権
の
延
命

に
つ
な
げ
た
い
の
で
あ
ろ
う
が
、
武

力
で
は
な
く
対
話
に
よ
る
解
決
を
見

い
だ
す
べ
き
だ
。

国
連
の
グ
テ
レ
ス
事
務
総
長
は
、

レ
バ
ノ
ン
を
「
も
う
一
つ
の
ガ
ザ
に

す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
」
と
訴
え

る
。
各
国
首
脳
か
ら
も
イ
ス
ラ
エ
ル

非
難
が
相
次
い
で
い
る
こ
と
を
重
く

受
け
止
め
て
ほ
し
い
。

と
り
わ
け
、
後
ろ
盾
と
な
り
、
軍

事
支
援
を
行
う
米
国
の
役
割
は
大
き

い
。
ガ
ザ
、
レ
バ
ノ
ン
と
も
に
ま
ず

は
停
戦
へ
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
説
得
に

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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反石破 取り込み苦心

「
秋
の
政
治
決
戦
」
を
に
ら
み
、
自
民
党
の
石
破
茂
総
裁
は
党
役
員

・
閣
僚
人
事
を
加
速
さ
せ
た
。
要
職
に
は
、
総
裁
選
決
選
投
票
で
石
破

氏
勝
利
に
貢
献
し
た
陣
営
か
ら
の
起
用
が
目
立
ち
、
恩
賞
人
事
の
側
面

が
色
濃
い
。
キ
ー
マ
ン
と
な
っ
た
菅
義
偉
前
首
相
に
近
い
顔
触
れ
が
並

び
「
菅
カ
ラ
ー
」
も
に
じ
む
。

月

日
投
開
票
の
衆
院
選
に
向
け
、

岩
盤
保
守
層
を
引
き
付
け
る「
反
石
破
」勢
力
の
取
り
込
み
も
図
る
が
、

快
諾
を
得
ら
れ
ず
、
挙
党
態
勢
構
築
へ
苦
心
が
続
く
。
（
１
面
参
照
）

「
岸
田
政
権
を
基
本
的
に
引

き
継
ぐ
の
だ
か
ら
連
続
性
が
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
。
石
破
氏

は

日
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
番
組
で
、
内

閣
の
要
と
な
る
官
房
長
官
に
林

芳
正
氏
を
続
投
さ
せ
る
の
か
と

問
わ
れ
る
と
、
暗
に
認
め
た
。

総
裁
選
を
共
に
争
っ
た
林
氏

は
、
決
選
で
は
石
破
氏
支
持

に
回
っ
た
。
幹
事
長
に
据
え
る

森
山
裕
総
務
会
長
、
政
調
会
長

に
登
用
す
る
小
野
寺
五
典
元
防

衛
相
も
「
親
石
破
」
と
目
さ
れ

る
。
外
相
を
託
す
岩
屋
毅
元

防
衛
相
は
、
石
破
氏
陣
営
の
選

対
本
部
長
を
務
め
た
長
年
の
盟

友
だ
。

菅
氏
の
副
総
裁
起
用
も
目
を

引
く
。
菅
氏
は
、
総
裁
選
で
３

位
に
つ
け
た
小
泉
進
次
郎
元

環
境
相
の
後
ろ
盾
で
、
太
い
パ

イ
プ
の
構
築
が
急
務
の
公
明

党
と
も
良
好
な
関
係
を
保
つ
。

ベ
テ
ラ
ン
は
「
石
破
氏
は
、
党

内
基
盤
が
弱
い
自
ら
に
代
わ

り
、
幅
広
い
人
脈
を
持
つ
菅
氏

の
政
治
力
に
頼
み
、
強
力
な
態

勢
を
敷
き
た
い
の
だ
ろ
う
」
と

み
る
。

た
だ
菅
氏
に
忖
度
（
そ
ん
た

く
）
し
た
の
か
、
菅
氏
に
近
い

坂
井
学
元
官
房
副
長
官
と
三
原

じ
ゅ
ん
子
参
院
議
員
が
初
入
閣

す
る
。旧
岸
田
派
関
係
者
は「
石

破
氏
で
な
く
、
菅
氏
が
人
事
を

考
え
て
い
る
の
か
」と
皮
肉
る
。

「
選
挙
で
必
ず
勝
て
る
態
勢

を
つ
く
る
」
。
石
破
氏
は
Ｎ
Ｈ

Ｋ
番
組
で
人
事
方
針
を
巡
り
、

政
権
の
継
続
性
に
加
え
て
強
調

し
た
。
そ
の
心
は
何
か
。

石
破
氏
か
ら
す
れ
ば
、
決
選

で
退
け
た
高
市
早
苗
経
済
安
全

保
障
担
当
相
の
存
在
は
無
視
で

き
な
い
。１
回
目
の
投
票
で
は
、

地
方
票
の
獲
得
総
数
が
ト
ッ
プ

で
、
岩
盤
保
守
層
を
中
心
に
党

員
・
党
友
に
浸
透
し
て
い
る
こ

と
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
か
ら

だ
。

衆
院
選
を
見
据
え
、
関
係
者

は
「
人
事
で
厚
遇
す
る
こ
と
に

よ
り
、
高
市
氏
を
支
え
る
保
守

層
を
つ
な
ぎ
留
め
る
布
石
に
な

る
」
と
説
く
。

日
午
後
、
東
京
・
赤
坂
の

議
員
宿
舎
で
人
事
構
想
を
練
っ

て
い
た
石
破
氏
は
、
高
市
氏
を

呼
び
、総
務
会
長
を
打
診
し
た
。

高
市
氏
は
「
私
よ
り
も
未
入
閣

の
メ
ン
バ
ー
を
処
遇
し
て
ほ
し

い
」
と
断
っ
た
。
総
裁
選
で
、

高
市
氏
と
支
持
層
が
重
な
っ
た

小
林
鷹
之
前
経
済
安
保
相
に
も

広
報
本
部
長
を
提
示
し
た
が
、

辞
退
さ
れ
た
。

高
市
氏
周
辺
は
「
閣
内
や
党

執
行
部
に
入
っ
て
し
ま
う
と
発

信
が
制
約
さ
れ
る
か
ら
だ
」
と

説
明
す
る
。
早
く
も
「
ポ
ス
ト

石
破
」
を
意
識
し
、
距
離
を
置

い
て
お
こ
う
と
の
思
惑
が
透
け

る
。退

任
す
る
岸
田
文
雄
首
相
は

日
、
新
総
裁
選
出
を
受
け
た

両
院
議
員
総
会
で
「
こ
れ
か
ら

は
ノ
ー
サ
イ
ド
だ
」
と
結
束
を

呼
び
か
け
た
が
、
石
破
氏
は
早

速
つ
ま
ず
い
た
。
重
鎮
は
「
こ

れ
か
ら
対
立
が
激
化
し
、
政
権

運
営
は
大
変
に
な
る
ぞ
」
と
案

じ
た
。
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早
期
利
上
げ

慎
重

財
政
出
動

必
要
性
強
調

石破氏自
民
党
の
石
破
茂
総
裁
は

日
の
テ
レ
ビ
番
組
で
、
日
銀
が

政
策
金
利
を
早
期
に
引
き
上
げ

る
こ
と
に
慎
重
な
考
え
を
示
し

た
。
物
価
高
対
策
と
し
て
財
政

出
動
の
必
要
性
も
強
調
し
た
。

石
破
氏
が
緊
縮
的
な
経
済
政
策

を
進
め
る
と
の
懸
念
が
金
融
市

場
で
出
て
お
り
、
来
月
１
日
に

予
定
す
る
政
権
発
足
前
に
火
消

し
を
図
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

石
破
氏
が

日
に
新
総
裁
に

選
出
さ
れ
た
直
後
、
外
国
為
替

市
場
の
円
相
場
は
対
ド
ル
で
急

騰
し
、
株
式
市
場
で
は
日
経
平

均
先
物
が
急
落
し
た
。
金
融
緩

和
と
財
政
出
動
に
積
極
的
な
高

市
早
苗
経
済
安
全
保
障
担
当
相

が
決
選
投
票
で
石
破
氏
に
敗

れ
、
円
安
株
高
か
ら
の
巻
き
戻

し
の
動
き
が
進
ん
だ
。

石
破
氏
は
フ
ジ
テ
レ
ビ
の
番

組
で
「
今
の
金
融
緩
和
の
方
向

性
は
こ
れ
か
ら
先
も
維
持
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
述
べ
た
。

消
費
者
物
価
指
数
が
想
定
通
り

推
移
す
れ
ば
追
加
利
上
げ
を
検

討
す
る
方
針
を
示
し
て
い
る
日

銀
を
け
ん
制
し
た
形
だ
。

「
『
貯
蓄
か
ら
投
資
へ
』
と

い
う
流
れ
を
変
え
る
こ
と
は
な

い
」
と
も
訴
え
た
。
総
裁
選
の

期
間
中
、
株
式
売
却
益
な
ど
金

融
所
得
へ
の
課
税
強
化
に
言
及

し
た
こ
と
が
背
景
に
あ
る
。
投

資
の
初
心
者
が
多
く
活
用
す
る

新
し
い
少
額
投
資
非
課
税
制
度

（
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
）
に
影
響
す
る
話

で
は
な
い
も
の
の
、
株
価
の
重

し
に
な
る
と
市
場
が
身
構
え
て

い
る
の
を
意
識
し
た
発
言
と
み

ら
れ
る
。

物
価
高
対
策
を
巡
っ
て
は
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組
で
「
非
常
に
急

ぐ
（
必
要
が
あ
る
）
と
い
う
こ

と
は
よ
く
分
か
っ
て
い
る
」
と

し
て
、
早
急
に
取
り
ま
と
め
る

意
向
を
表
明
し
た
。
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裏
金

対
抗
馬
一
本
化
を

立
民
野
田
氏

野
党
協
力
急
ぐ

立
憲
民
主
党
は
、
自
民
党
の

石
破
茂
総
裁
が
次
期
衆
院
選
を

「

月

日
公
示
、

日
投
開

票
」
と
す
る
意
向
を
固
め
た
の

に
対
し
、
野
党
間
の
選
挙
協
力

調
整
を
急
ぐ
。
野
田
佳
彦
代
表

は

日
、
派
閥
裏
金
事
件
を
踏

ま
え
、
裏
金
議
員
へ
の
対
抗
馬

一
本
化
を
目
指
す
意
向
を
示
し

た
。衆
院
選
で「
政
治
と
カ
ネ
」

の
争
点
化
を
図
る
。

野
田
氏
は
、
衆
院
選
と
同
日

選
と
な
る
参
院
岩
手
選
挙
区

補
欠
選
挙
に
擁
立
す
る
元
職
を

支
援
す
る
た
め
岩
手
入
り
。
盛

岡
市
の
会
合
で
「
裏
金
事
件

と
世
界
平
和
統
一
家
庭
連
合

（
旧
統
一
教
会
）
問
題
に
つ
い

て
再
調
査
し
な
い
『
臭
い
も
の

に
ふ
た
解
散
』
だ
。
許
し
て
は

な
ら
な
い
」
と
政
権
を
批
判
し

た
。フ

ジ
テ
レ
ビ
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
番
組

で
、
裏
金
議
員
の
選
挙
区
に

ぶ
つ
け
る
対
抗
馬
の
野
党
一
本

化
に
関
し
「
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
を

与
え
る
の
は
合
理
的
な
目
的

だ
」と
野
合
批
判
に
反
論
。「
勝

て
る
選
択
肢
を
有
権
者
に
提

示
す
る
選
挙
戦
術
だ
」
と
主
張

し
た
。

目
標
に
掲
げ
る
自
民
、
公
明

両
党
の
衆
院
過
半
数
割
れ
に

追
い
込
む
た
め
「
小
選
挙
区
で

野
党
勢
力
の
最
大
化
を
図
る
」

と
し
、
衆
院
選
が
公
示
さ
れ
る

ぎ
り
ぎ
り
ま
で
調
整
を
続
け

る
と
し
た
。
立
民
の
選
挙
区

公
認
候
補
者
を
現
在
の
約
１

９
０
人
か
ら
２
０
０
人
ま
で
至

急
積
み
上
げ
る
方
針
も
表
明
し

た
。石

破
氏
が
意
向
を
固
め
た
早

期
解
散
に
対
し
て
は
、
記
者
団

の
取
材
に
、
石
川
県
能
登
地
方

の
記
録
的
豪
雨
に
対
応
す
る
２

０
２
４
年
度
補
正
予
算
の
編

成
と
成
立
を
優
先
さ
せ
る
べ
き

だ
と
指
摘
し
た
。
解
散
前
の

十
分
な
国
会
論
戦
も
要
求
し

た
。

【
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
共
同
】
日

本
の
山
崎
和
之
国
連
大
使
は

日
、
国
連
総
会
の
一
般
討
論
で

岸
田
文
雄
首
相
の
演
説
を
代
読

し
た

日
本
側
は
自
民
党
新
総
裁

の
誕
生
を
考
慮
し
、
岸
田
首
相

の
名
前
で
の
演
説
は
「
早
い
方

が
い
い
」
と
し
て
国
連
側
と
調

整
。

日
の
最
終
登
壇
者
に
直

前
で
ね
じ
込
ん
だ
。
演
説
に
つ

い
て
知
ら
ず
に
退
席
し
た
外
交

官
も
多
く
、
議
場
が
ひ
っ
そ
り

と
す
る
中
で
読
み
上
げ
ら
れ
た

一
般
討
論
に
日
本
の
国
連
大

使
が
登
壇
す
る
の
は
２
０
０
６

年
以
来
。
演
説
で
は
、
人
工
知

能
（

）
を
使
っ
た
自
律
型

致
死
兵
器
シ
ス
テ
ム
（

）
を
巡
り
、
国
際
ル
ー
ル
形

成
に
向
け
た
議
論
へ
の
参
加
を

表
明
し
た
。ま
た
、
ロ
シ
ア
や
、

覇
権
主
義
的
な
行
動
を
強
め
る

中
国
を
念
頭
に
「
法
の
支
配
」

の
重
要
性
を
訴
え
た
。

日
の
一
般
討
論
は

カ
国

の
首
相
や
外
相
ら
が
演
説
。
当

初
、
最
後
の
予
定
だ
っ
た
ベ
ナ

ン
の
ア
ジ
ャ
デ
ィ
・
バ
カ
リ
外

相
の
演
説
が
終
わ
る
と
、
多
く

の
外
交
官
が
席
を
離
れ
た
。
間

も
な
く
山
崎
氏
が
登
壇
す
る

と
、
慌
て
て
席
に
戻
る
外
交
官

の
姿
も
あ
っ
た
。

首
相
の
国
連
演
説

ひ
っ
そ
り
と
代
読

日
本
大
使
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日

【
午
前
】
来
客
な
く
、
公
邸
で
過
ご

す
。【

午
後
】
３
時

分
、
東
京
・
神
宮

前
の
私
邸
。
６
時
２
分
、
公
邸
。

29日
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⊃

石
破
総
裁
動
静

【
午
前
】
６
時

分
、
東
京
・
台
場

の
フ
ジ
テ
レ
ビ
。
７
時
、
日
枝
久
フ
ジ

サ
ン
ケ
イ
グ
ル
ー
プ
代
表
ら
と
面
会
。

分
、報
道
番
組
に
出
演
。８
時

分
、

東
京
・
紀
尾
井
町
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
千
代
田
放

送
会
館
。
９
時
、
報
道
番
組
に
出
演
。

分
、
衆
院
第
２
議
員
会
館
。

時
４

分
、
東
京
・
赤
坂
の
衆
院
議
員
宿
舎
。

時

分
、金
融
庁
の
井
藤
英
樹
長
官
、

屋
敷
利
紀
総
合
政
策
局
長
、
堀
本
善
雄

政
策
立
案
総
括
審
議
官
、
三
村
淳
財
務

官
と
面
会
。
赤
沢
亮
正
自
民
党
衆
院
議

員
同
席
。

【
午
後
】
１
時

分
、
鳥
取
県
の
平

井
伸
治
知
事
、
浜
崎
晋
一
県
議
会
議
長

と
面
会
。
３
時

分
、
林
芳
正
官
房
長

官
、
自
民
党
の
森
山
裕
総
務
会
長
、
赤

沢
、
橘
慶
一
郎
両
衆
院
議
員
、
青
木
一

彦
参
院
議
員
。
４
時

分
、林
、
赤
沢
、

橘
、
青
木
各
氏
残
る
。
５
時

分
、
森

山
氏
加
わ
る
。
６
時
３
分
、林
、
赤
沢
、

橘
、
青
木
各
氏
残
る
。

分
、
全
員
出

る
。

日

松
山
市
で
Ｊ
Ｒ
松
山
駅
付
近
高
架
化

完
成
記
念
式
典
に
出
席
、
新
駅
舎
を
視

察
。
え
ひ
め
森
林
公
園
で
同
公
園
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
イ
ベ
ン
ト
、
記
念
セ
レ
モ
ニ

ー
に
出
席
。 【

紙
面
編
集
】
伊
藤
絵
美
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(２)２０２４年(令和６年)９月３０日　月曜日(第３種郵便物認可) (２)２０２４年(令和６年)９月３０日　月曜日(第３種郵便物認可)


